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１．概要（Summary） 

これまで当研究グループでは、有機/金属ハイブリッド

ポリマーを用いた、エレクトロクロミック材料の開発をおこな

ってきた。１） このエレクトロクロミズム現象は、有機/金属

ハイブリッドポリマーの金属中心の酸化還元により起こり、

金属中心の電子状態と密接な関係にある。本課題では有

機/金属ハイブリッドポリマーの電子状態及び組成をエッ

クス線光電子分光分析装置で測定解析した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

エックス線光電子分光分析装置(XPS) 

解析用 PC(XPS用) 

 

【実験方法】 

粉末状の有機/金属ハイブリッドポリマーを用い測定を

行った。粉末サンプルをアルミ板上にカーボンテープに

固定し、予備的に真空引きしたのちに、装置内に挿入し

測定を行った。 

線源はAl Kを用い 0-1.2 keVのエネルギー範囲で測

定した。状況に応じニュートライザーを使用しチャージアッ

プを予防した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

polyZnの X線光電子分光スペクトルを Figure 1に示

した。1018 eV と 1041 eV, 396 eVに Zn とN由来のピ

ークが確認された。 

また、C 及び O のピークも確認されたが、サンプルをカ

ーボンテープ上に固定しているため、テープとサンプルの

シグナルを区別できなかった。今後はサンプルの固定法

について検討を行う。 

 

Figure 1. XPS spectra of polyZn. 
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